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2024～2028年度石油製品需要見通し（燃料油全体）【電力用Ｃ重油を除く】

⚫ 2023～2028年度を総じてみれば、年平均で▲1.6％、全体で▲7.6％の減少の見通し。

⚫ 他方、ジェット燃料は今後も堅調に推移する見込み。

前年比 ▲2.4 ▲0.2 ▲ 1.8 ▲ 2.2 ▲ 1.5 ▲ 2.1

実績 実績見込 見通し

(千 kL)

※ジェット燃料油は
内需のみの試算



ENEOS・仙台製油所
145,000B/D

鹿島・鹿島製油所 ※
203,100B/D → 210,100B/D

ENEOS・水島製油所
350,200B/D

西部・山口製油所
120,000B/D → 0B/D

出光・北海道製油所
150,000B/D

出光・愛知製油所
160,000B/D

東亜・京浜製油所
70,000B/D   
ENEOS・川崎製油所 ※
247,000B/D → 249,100B/D
ENEOS・根岸製油所 ※
150,000B/D → 153,000B/D

ENEOS・麻里布製油所 ※
120,000B/D → 128,000B/D

太陽・四国事業所
138,000B/D

ENEOS・大分製油所
136,000B/D

ENEOS・和歌山製油所
120,400B/D → 0B/D

コスモ・堺製油所
100,000B/D  
ENEOS・堺製油所
141,000B/D

（～令和5年10月31日）
原油処理能力（21箇所）

合計 3,330,700 B/D
ENEOS：1,741,700 B/D
出光興産：945,000 B/D
コスモ石油：363,000 B/D

コスモ・千葉製油所
177,000B/D
大阪国際・千葉製油所
129,000B/D
出光・千葉製油所
190,000B/D
富士・袖ヶ浦製油所
143,000B/D

コスモ・四日市製油所
86,000B/D
昭和四日市・四日市製油所
255,000B/D

【ENEOS 和歌山製油所閉鎖】
（令和5年11月1日～）
原油処理能力（20箇所）

合計 3,230,400 B/D
ENEOS：1,641,400 B/D（▲100,300）
出光興産：945,000 B/D
コスモ石油：363,000 B/D

【西部石油 山口製油所閉鎖】
（令和6年6月末予定）
原油処理能力（19箇所）

合計 3,110,400 B/D
ENEOS：1,641,400 B/D
出光興産：825,000 B/D（▲120,000）
コスモ石油：363,000 B/D

※装備率を維持する範囲での付け替え

国内の製油所の所在地と原油処理能力

2



3

（参考）空港への主な輸送経路

⚫ 空港への主な輸送経路について、主として、各製油所から内航船により油槽所に転送し、油槽所
から各空港へローリーで輸送するなど、２段階で輸送する場合が多い。

⚫ 沿岸部の空港や製油所近接の内陸部の空港は、内航船やローリーで直接輸送している。

製油所 内航船による輸送 油槽所 空港ローリーによる輸送

③主に製油所近接の内陸部の空港

②主に沿岸部の大規模な空港

①主に内陸部の空港
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